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Public relations of Minami-aizu

ふるさとが大好きだ！
南郷豊年まつり ライブコンサート

THE　DEN-ENS　from　青年会
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目次 Contents
２０１８年１０月号

今月の表紙
先輩たちの姿を見ながら

学生時代を過ごしてきたメンバー
大人になった今

その姿は次の世代へ受け継がれます

02 第２７回 南郷豊年まつり
04 廣瀬神社例大祭 古町のまつり
06 平成２９年度 町の決算
08 役場からのお知らせ（８件）

第２次南会津町環境基本計画（素案）
への意見をお寄せください/冬期間
に備えて水道をチェック！ /会津高
原４スキー場シーズン券のご案内/
マックアースグループスキー場共通
シーズン券「福島５」が登場/ふる
さと納税（応援寄附金）ありがとう
ございます/シルバー人材センター
をご利用ください/町のがんばる企
業紹介 シリーズ７「会津酒造㈱」/
入山するときは熊にご注意を！

14 まちの話題（７件）
田島太鼓龍巳会 北日本大会（一般・
ジュニアの部）３連覇達成/中高生海
外交流事業/シルバー人材センターが
要望/明治安田生命田島営業所が田島
ホームへタオルを寄贈/南会津演歌倶
楽部が寄付金を贈呈/県公立学校退職
校長会が要望/チビッ子レスラー９人
が入賞

17 交流広場（１件）
友好都市台東区とバレーボールで交
流

18 くらしの情報
お知らせ・募集（９件）/ 相談（２件）

19 大宅町長の公務百景
21 すまいるだより vol ６

１０月の納税こよみ
22 健康通信（５件）

３歳６か月児健診むし歯「ゼロ」の
お友だち / 乳幼児健診・相談カレン
ダー / １０・１１月の日曜当番医 /
心の健康相談 / こころの相談会
連載コラム「相続登記」第１回

24 図書館へ行こう！
25 まちの文芸 / 誕生おめでとう / お悔

やみ申し上げます / まちの人口 / 編
集後記

26 第２回 ヤマザクラ１万本の里づくり
記念植樹祭を開催

第２７回 南郷豊年まつり

会
津
高
校
の
郷
土
芸
能
委
員
会
が

「
早
乙
女
踊
り
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

続
く
「
こ
ど
も
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」

に
は
10
組
が
出
場
し
、
元
気
い
っ
ぱ

い
の
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。
ほ
か

に
も
「
ガ
リ
ガ
リ
君
早
食
い
大
会
」

「
大
抽
選
会
」「
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
」

も
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

夕
暮
れ
と
と
も
に「
さ
い
た
ま
市
・

南
会
津
町
南
郷
地
域
親
善
納
涼
花
火

大
会
」
が
始
ま
り
、
星
空
に
咲
き
乱

れ
る
花
火
は
多
く
の
来
場
者
の
歓
声

と
と
も
に
山
々
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
「
豊
年

お
ど
り
仮
装
大
会
」
で
は
、
保
育
園

児
か
ら
仮
装
の
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装
を
身
に

ま
と
い
、
青
年
会
に
よ
る
会
津
磐
梯

山
の
お
囃
子
に
合
わ
せ
楽
し
そ
う
に

踊
り
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
、
南
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
た
南
郷
豊
年
ま
つ
り
。
こ

の
祭
り
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
手
作

り
の
祭
り
と
し
て
始
ま
り
、
今
年
で

27
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
恒
例
の
「
豊
作
祈
願
も

ち
ま
き
」
を
皮
切
り
に
さ
ま
ざ
ま
な

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、「
み

ん
な
で
お
祭
盛
り
あ
げ
よ
う
!!
」
で

は
、
南
郷
小
学
校
、
南
会
津
中
学
校

の
生
徒
が
合
唱
や
創
作
ダ
ン
ス
、
南

多 彩 な 催 し は 地 域 住 民 手 作 り の 証

さまざまな衣装に身を包む踊り手たち（豊年おどり仮装大会） 子どもカラオケ大会の結果発表 スーパーボールすくいに一生懸命

ライブコンサート
唐揚げバナナ＆美衣（高校生・一般）出店者の皆さん
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町
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
古
町
の
ま
つ
り
」。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
も
、
沿
道

は
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
で
賑
わ
う

中
、
古
式
ゆ
か
し
く
御
神
輿
渡
御
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
９
月
の
第
２
土
曜
日
に
執
り

行
わ
れ
る
こ
の
神
事
は
約
３
３
０
年

の
伝
統
を
誇
り
、
地
域
の
人
々
の
手

で
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

廣
瀬
神
社
例
大
祭

古
町
の
ま
つ
り

【
廣
瀬
神
社
の
歴
史
】

　

建
久
元
年
（
１
１
９
０
年
）
伊
南

郷
領
主
河か

わ
ら
だ

原
田
近お

う
み
の
か
み

江
守
盛も

り
み
つ
こ
う

光
公
が

子
孫
の
武
運
長
久
と
領
民
の
繁
栄
を

祈
念
し
、
古
町
村
の
鬼
門
に
あ
た
る

宮
ノ
沢
に
社
を
建
立
し
ま
す
。

　

和わ
が
う
が
の
め
の
み
こ
と

賀
宇
賀
野
売
神
を
祀
り
、
羽
黒

山
大
権
現
と
称
し
て
、
代
々
古
町
の

鎮
守
と
し
て
祀
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

【
御お

神み
こ
し輿

渡と
ぎ
ょ御

の
始
ま
り
】

　

天
和
元
年
（
１
６
８
１
年
）
旧
８

月
１
日
（
９
月
９
日
）、
時
の
郷
頭

※
佐さ

の

げ

き

野
外
記
盛も

り
つ
ね常

が
京
都
の
祇
園
祭

の
形
式
を
取
り
入
れ
て
実
施
し
た
の

が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
神
事
は
極
め
て
古
式
ゆ
か
し

く
、
会
津
田
島
祇
園
祭
と
と
も
に
郡

内
二
大
祭
礼
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

【
ま
つ
り
行
事
】

①
御
神
輿
渡
御
祭

　

当
日
は
、
明
け
方
よ
り
法ほ

ら螺
貝が

い

の

音
を
合
図
に
、
氏
子
が
裃
と
素す

草わ
ら
じ鞋

姿
で
鎮
守
の
御
社
廣
瀬
神
社
に
参
集

し
ま
す
。

　

宮
司
の
御
祓
い
を
受
け
、
祝
詞
奉

上
が
終
わ
る
と
御
神
体
を
御
神
輿
に

御
遷
し
、
行
列
の
順
序
に
従
い
供
奉

の
氏
子
が
御
供
に
つ
き
、
笛
と
太
鼓

の
音
と
と
も
に
宮
居
か
ら
御
旅
所
へ

出
御
し
ま
す
。

④
還か

ん
ぎ
ょ御

行
列

　

陽
が
西
山
に
沈
む
頃
、
法
螺
貝
の

音
と
と
も
に
三み

た
び度

氏
子
が
御
旅
所
に

集
ま
り
、
手
に
は
提
灯
を
持
ち
、
朝

と
同
じ
行
列
で
神
社
へ
「
還
御
」
と

な
り
ま
す
。
こ
の
「
御
還
り
」
で
は
、

笛
や
太
鼓
の
調
子
も
一
層
高
く
鳴
り

響
き
、
供
奉
者
も
「
オ
ー
サ
ー
ヤ
リ

カ
ケ
ロ
ー
」
と
天
に
も
届
け
と
声
を

張
り
上
げ
ま
す
。

　

宮
居
に
着
く
と
、
御
神
体
を
御
神

輿
か
ら
本
殿
に
還
御
し
、
御
神
輿
渡

御
祭
が
終
わ
り
ま
す
。

※
御
神
輿
渡
御
の
創
始
者
「
佐
野
外

　

記
盛
常
」
は
、
会
津
従
五
位
下

　

芦あ
し
な
と
お
と
う
み
の
か
み
じ
ろ
う
ざ
え
も
ん
も
り
ゆ
き

名
遠
江
守
二
郎
左
衛
門
盛
之
の

　

五
男
、
佐
野
盛
和
の
婿
孫
佐
野
越

　

前
守
盛
光
よ
り
四
代
目
の
人
と
言

　

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

寛
永
20
年
（
１
６
４
３
年
）
８
月

　

８
日
、
保
科
正
之
公
が
会
津
23
万

　

石
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
き
、
伊
南
郷

　

23
カ
村
の
郷
頭
に
命
ぜ
ら
れ
、
合

　

力
米
７
石
を
頂
戴
し
、
以
来
代
々

　

替
わ
り
な
く
明
治
維
新
ま
で
郷
頭

　

の
役
を
務
め
続
け
ま
し
た
。

②
盛
り
砂

　

街
中
は
き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
、
通

路
に
は
白
砂
が
盛
ら
れ
ま
す
。
そ
の

上
を
整
然
と
し
た
行
列
が
清
々
と
進

み
、
や
が
て
御
神
輿
は
古
町
中
心
部

の
御
旅
所
屋
敷
に
安
着
し
ま
す
。

　

宮
司
の
祝
詞
奉
上
が
終
わ
る
と

駕か

よ輿
丁て

い

（
神
人
役
者
）
を
警
護
に
つ

け
、
供
奉
者
は
朝
食
を
と
り
ま
す
。

③
御お

中な
か

廻ま
わ

り

　

午
前
11
時
、
法
螺
貝
の
音
を
合
図

に
再
び
氏
子
が
御
旅
所
に
参
集
し
、

御
神
輿
を
肩
に
街
中
を
巡
行
し
ま
す
。

　

近
隣
よ
り
人
々
が
集
ま
り
、
稚
児

の
持
つ
※

立
花
を
競
っ
て
取
り
合

い
、
こ
れ
を
縁
起
物
と
し
て
家
に
持

ち
帰
り
ま
す
。

※
立
花
は
、
家
内
安
全
や
田
畑
の
害

　

虫
除
け
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
豊
年
踊
り
】

　

祭
り
翌
日
の
日
曜
日
の
夜
は
、
実

行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
盛
大
に
豊

年
仮
装
踊
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
会
津
磐
梯
山
」
の
拍
子
に
合
わ

せ
て
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し

て
き
ら
び
や
か
に
踊
り
ま
す
。

道路の中央線と左右の歩道に盛られた盛り砂

御旅所屋敷に到着する御神体

盛り砂を挟むように進む御神輿渡御

参道にそびえるの 幟
のぼりばた

旗
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健全化判断比率
　町財政の健全性を判断するための財政
健全化法に基づく指標については、昨年
に引き続き早期健全化基準値を大きく下
回りました。

町
の
決
算
は
「
お
お
む
ね
良
好
」

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入

総
額
１
４
４
億
２
８
１
０
万
３
千
円
（
前
年

度
比
５
・
０
％
減
）、
歳
出
総
額
１
３
９
億

８
９
３
１
万
２
千
円
（
前
年
度
比
１
・
３
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、形
式
収
支
は
４
億
３
８
７
９
万
１
千

円
の
黒
字
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ

き
財
源
５
５
９
４
万
３
千
円
を
除
い
た
実
質

収
支
は
、
３
億
８
２
８
４
万
８
千
円
（
前
年

度
比
22
・
７
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
実
質
収
支
と
の
差
額
で
あ
る
単
年

度
収
支
は
７
０
７
５
万
７
千
円
の
黒
字
と
な

り
、
こ
こ
か
ら
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
額

と
取
崩
額
の
差
額
１
億
４
３
１
０
万
９
千

円
を
差
し
引
い
た
実
質
単
年
度
収
支
は
、

７
２
３
５
万
２
千
円
の
赤
字
で
し
た
が
、
前

年
度
に
引
き
続
き
決
算
状
況
は
お
お
む
ね
良

好
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
の
決
算
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
。

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計歳出 一般会計歳入

会　計　名 歳　入 歳入歳出差引

国 民 健 康 保 険 21 億 5,284 万 9 千円 800 万 6 千円

後 期 高 齢 者 医 療 2 億 1,701 万 5 千円 81 万 1 千円

介 護 保 険 22 億 514 万 4 千円 3,706 万 5 千円

農 林 業 集 落 排 水 事 業 1 億 5,815 万円 791 万 6 千円

公 共 下 水 道 事 業 4 億 1,497 万 1 千円 4,303 万 1 千円

企業会計 収　入 収入支出差引

水道事業会計
収益的収支 6 億 5,782 万円 9,297 万 3 千円

資本的収支 7 億 5,813 万 2 千円 － 1 億 9,264 万 2 千円

平成２９年度
特別会計決算

　特別会計は、特定の事業
を行うために、一般会計と
区別して経理する会計です。
　水道事業会計（企業会計）
の不足額は、損益勘定留保
資金、消費税当年度分資本
的収支調整額により補てん
されています。

項　目 比率 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率 ― 13.66％
連結実質赤字比率 ― 18.66％
実 質 公 債 費 比 率 5.3％ 25.0％
将 来 負 担 比 率 23.3％ 350.0％
資 金 不 足 比 率 ― 20.0％

※該当がなく算定されない項目は「―」で表示しています。

地 方 債 
　事業実施の財源として、国や銀行から借
り入れるお金を「地方債」といいます。平
成２９年度末の残高は、新庁舎建設事業な
どの大型事業を実施したため、前年度から3
億4,048万円増加しました。

200

210

220

230

240

27年度 28年度

218億
1,594万円地

方
債
残
額

214億
8,661万円

各項目で千円未満を四捨五入しているため、合計額等が一致しない場合があります。

29年度

218億
2,709万円

平成２９年度

町
の
決
算

依存財源
75.9％

自主財源
24.1％

町税（11.0％）
15億8,324万5千円

繰入金（2.6％）
3億7,405万1千円

繰越金（7.0％）
10億1,078万7千円

諸収入（2.0％）
2億8,794万8千円

その他自主財源（1.5％）
　使用料及び手数料

9,457万3千円
　分担金及び負担金

6,214万3千円
　財産収入など

4,490万3千円
※内ふるさと納税963万円

その他依存財源（3.5％）
　地方消費税交付金

2億9,476万1千円
　地方譲与税

1億7,024万6千円
　自動車取得税交付金

4,061万1千円
　地方特例交付金など

1,941万7千円
国庫支出金（8.3％）
11億9,608万7千円

県支出金（6.6％）
9億4,579万4千円

町債（12.4％）
17億8,979万9千円

歳 入

144億
2,810万3千円

地方交付税（45.1％）
65億1,373万8千円

議会費（0.8％）
1億1,702万5千円

総務費（22.6％）
31億5,818万6千円

民生費（17.1％）
23億8,791万3千円

衛生費（6.8％）
9億5,621万7千円

労働費（0.3％）
4,419万1千円

農林水産業費（6.1％）
8億5,866万3千円

商工費（6.6％）
9億2,084万1千円

土木費（10.4％）
14億5,245万7千円

消防費（4.3％）
5億9,387万5千円

教育費（8.4％）
11億7,728万1千円

災害復旧費（5.4％）
7億5,484万9千円

公債費（11.2％）
15億6,781万4千円

歳 出

139億
8,931万2千円

※一般会計と特別会計を合計した金額です。

今
後
の
町
財
政
の
見
通
し

　

町
の
財
政
は
、
国
の
地
方
財
政
対
策
の
動

向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
構
造
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
合
併
算
定
替
の
終
了
に
よ
る
普
通

交
付
税
減
少
へ
の
対
応
や
、
新
た
な
自
主
財

源
の
確
保
と
い
っ
た
大
き
な
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
選
択
と
集
中

の
観
点
か
ら
事
務
事
業
の
あ
り
方
を
再
検
証

し
、
地
方
債
の
適
正
な
管
理
や
職
員
数
の
削

減
、
さ
ら
に
は
「
南
会
津
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
に
基
づ
く
施
設
の
統
廃
合
や

維
持
管
理
経
費
の
縮
減
に
取
り
組
み
な
が

ら
、経
常
経
費
全
体
を
圧
縮
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
資
産
の
有
効
活
用
や
受
益
者
負

担
の
適
正
化
に
よ
り
自
主
財
源
を
確
保
し
、

地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
、
磐
石

な
財
政
基
盤
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

平成２９年度
主要施策一覧

恵まれた自然環境と調和した生活空間の創造
◆自然環境の保全と自然資源の高度利用
　（再生可能エネルギー利活用ほか）

1億4,325万円
◆安全で安心な道路の整備促進
　（町道整備・橋梁補修）

2億8,434万円
◆町民と行政の協働による都市環境づくり
　（国土調査・土地区画整理）

1億3,263万円
◆水道施設の計画的な整備と安全安心な水資源
　の確保（水道整備・配水設備拡張など）

4億8,019万円
◆克雪・利雪・親雪の推進と充実（除雪関係）

5億7,999万円
就労対策・企業支援と戦略的な取り組みによる
町民所得の向上
◆農業分野での挑戦（農業次世代人材投資事業・
　多面的機能支払交付金ほか）

2億1,272万円
◆林業分野での挑戦（森のエネルギー創出プロ
　ジェクト・林業成長産業化モデル事業ほか）

3億286万円
◆商工業分野での挑戦（地域振興緊急対策事業
　補助金・中小企業支援ほか）

6,898万円
◆観光業分野での挑戦（各種観光施設整備・南
　会津魅力発信創出事業ほか）

4億4,637万円
誰もが健やかで安心して生活できる環境づくり
◆病気の重症化予防と医療費等の削減（成人保
　健・予防接種ほか）

5,756万円
◆みんなで支えあう子育て環境づくり（児童手
　当支給・子育てスマイル支援事業ほか）

3億4,313万円
◆みんなで支えあう地域福祉の充実（社会福祉
　団体育成支援・在宅介護支援ほか）

9,953万円
◆利便性の高い公共交通の確立（公共交通対策・
　地域乗合タクシー運行ほか）

9,319万円
次世代の地域を担う人材の育成
◆教育環境の整備充実（スクールバス運行・学
　習サポート事業ほか）

2億6,634万円
町民と行政との協働によるまちづくりと未来を
拓く行政経営
◆質の高い行政サービスの確保（新庁舎建設・
　南郷総合センター整備ほか）

6億2,343万円
※合計5,000万円以上の施策を抜粋
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町
で
は
、
平
成
21
年
3
月
に
南
会

津
町
環
境
基
本
条
例
の
基
本
理
念
を

具
体
化
し
た
「
南
会
津
町
環
境
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
20
年
度
か

ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
10
年
間
、
こ

の
計
画
に
基
づ
い
た
環
境
施
策
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
本
町
を
取
り
巻
く
社
会

情
勢
や
環
境
行
政
は
大
き
く
変
化
し

た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
よ
り
効
果
的

な
環
境
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
、

新
た
な
「
第
２
次
環
境
基
本
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
前

計
画
の
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
や
目

標
の
達
成
状
況
を
整
理
し
、
評
価
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
や
事

業
者
の
方
々
に
環
境
意
識
調
査
を
実

施
し
、
本
町
の
環
境
に
対
す
る
皆
さ

ま
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
基
に
、
町
の
目
指
す
望

ま
し
い
環
境
像
を
掲
げ
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
分
野
別
ビ
ジ
ョ
ン
を

設
定
し
、
優
先
的
か
つ
着
実
に
取
り

組
む
べ
き
項
目
を
重
点
項
目
と
し
て

い
ま
す
。

第
２
次
南
会
津
町
環
境
基
本
計
画（
素
案
）

環
境
基
本
条
例
の
理
念
を
具
体
化
し
た
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　移りゆく四季、人と自然を未来へつなぐまち　

　みんなの力は地域の力、みんなでつくる協働のまち　

望ましい環境像

環　　境　　指　　数

民有保安林面積 尾瀬ガイド協会（人数） 公害苦情の件数

森林と人との共生林面積 汚水処理人口 ダイオキシン類環境基準（達成率）

木質資源利用ボイラー設置数 汚水処理人口普及率 町民１人１日当たりのごみ排出量

森林インストラクター数 環境基準達成項目数（河川） リサイクル率

もりの案内人認定者数 水質基準達成項目数（湧水） 庁内における温室効果ガス排出量

情報交歓会の開催（回数） 空間線量の定期モニタリング（回数） 再生可能エネルギー利用設備数

湿原面積 町役場公用車における低公害車導入台数 住宅用太陽光発電補助件数

駒止湿原案内人の会（人数） 公共交通機関における低公害車導入台数

計画では２３の環境指標（数値目標）を設定しています

分野別ビジョンを設定しました

森林整備を進め、森林資源の有効活用を図ります

● 森林の保全対策

● 森林の多目的利用【重点項目】

　森林の生産基盤の整備に努め
るとともに、地球温暖化防止の
ための森林整備を進め、自然と
の共生と森林利用による経済性
を確保していきます。

自然資源を保護し、後世に継承します

● 自然資源の保全対策【重点項目】

● 野生生物の保全と保護

● 有害鳥獣・外来生物対策

● 調査・研究

● 景観形成

　本町は多くの自然資源を有し
ていることから、自然環境の保
護意識の高揚に努め、貴重な財
産を後世に伝えていきます。

源流域としての河川を守ります

● 水辺の環境整備

● 下水道等の整備

● 湧水の保全対策

● 調査・研究【重点項目】

　河川や湧水等の監視・調査を
継続的に実施するとともに、公
共下水道や合併処理浄化槽設置
などの整備を進め、環境負荷の
低減を図ります。

放射線対策を推進し、健康で安全な生活環境をつくります

● 放射線対策

● 公害対策

● 化学物質対策【重点項目】

　放射線対策を推進し、不安の
軽減に努めるとともに、農薬な
どの化学物質や公害への対策に
も努めていきます。

資源の有効活用に努め、持続可能な循環型社会の構築を目指します

● ごみの発生抑制【重点項目】

● 再利用・再資源化

● 不法投棄対策

　限りある資源を有効活用する
ために、ごみの適正な処理によ
るごみの減量化やリサイクル率
の向上を図るとともに、不法投
棄への対策を強化していきます。

地域特性を活かして、地球温暖化対策を推進します

● 地球温暖化防止対策

● 再生可能エネルギーの利用促進【重点項目】

● 気候変動への適応策

　「地球温暖化対策実行計画」
を策定し、一層の温室効果ガス
排出量削減を目指し、地域特性
を活かした地球温暖化対策を進
めていきます。

計 画 の 構 成

計画の期間
２０１８（平成３０）年度
か ら ２ ０ ２ ７（ 平 成 ３ ９）
年度まで。

計画の対象地域

本町全域。行政区域を越え
た連携が必要になるものは、
近隣市町村や国・県・他の
市町村とも協力する。

計画の主体
町、町民、事業者、滞在者

第１章　環境基本計画の基本的事項

第３章　町が目指す望ましい環境像

第５章　地域環境づくりの方向性

第６章　環境基本計画の進行管理

● 森林整備を進め、森林資源の有効活用を図ります
● 自然資源を保護し、後世に継承します
● 源流域としての河川を守ります
● 放射線対策を推進し、健康で安心な生活環境をつくります
● 資源の有効活用に努め、持続可能な循環型社会の構築
　 を目指します
● 地域特性を活かして、地球温暖化対策を推進します

○ 田島地域　○ 舘岩地域　○ 伊南地域　○ 南郷地域

第２章　主な環境指標等の評価

第４章　分 野 別 ビ ジ ョ ン

◆ 意見の提出方法 ◆
　閲覧場所と町ホームページに備えてある用紙に必要事
項を記入し、持参、郵送、FAX、電子メールのいずれか
の方法で提出してください。

【持参】環境水道課、各総合支所振興課
【郵送】環境水道課　環境衛生係

〒９６７－０００４　南会津町田島字後原甲３５３１－１
ＦＡＸ：０２４１－６２－６１０６
E-mail：h_kansui@ minamiaizu.org

◆ 問　合　せ ◆
環 境 水 道 課　ＴＥＬ：０２４１－６２－６１４０
舘岩総合支所　振興課　ＴＥＬ：０２４１－７８－３３３５
伊南総合支所　振興課　ＴＥＬ：０２４１－７６－７７１７
南郷総合支所　振興課　ＴＥＬ：０２４１－７２－２１１４

「意見公募（パブリックコメント）」を実施しています。

この「第２次南会津町環境基本計画（素案）」は、本庁と各総合支所、町のホームページで閲覧できます。
町ホームページアドレス　http://www.minamiaizu.org/public/basic-plan.php
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漏
水
状
態
の
上
下
水
道
料
金
は
、
原
則
と
し

て
使
用
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
地
表

で
確
認
で
き
な
い
漏
水（
埋
設
管
の
破
損
な
ど
）

が
続
く
と
、
上
下
水
道
料
金
が
高
額
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

思
わ
ぬ
出
費
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら

水
道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
漏
水
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法
】

①
屋
内
外
の
全
て
の
蛇
口
を
閉
め
て
、
水
が
出

　

て
い
な
い
状
態
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
ふ
た
を
開
け
て
、
水

　

道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
ま
す
。

③
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
回
転
を
確

　

認
し
て
く
だ
さ
い
。（
下
図
参
照
）

※
回
転
し
て
い
れ
ば
漏
水
が
疑
わ
れ
ま
す
。

【
漏
水
を
確
認
し
た
時
は
】

◆
町
が
指
定
す
る
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
直

　

接
連
絡
し
、
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
修
理
費
用
は
使
用
者
の
負
担
と
な
り

　

ま
す
。

◆
通
常
で
は
発
見
で
き
な
い
埋
設
管
や
壁
内
の

　

漏
水
は
、
使
用
者
か
ら
の
申
請
で
上
下
水
道

　

料
金
の
一
部
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
申

　

請
に
は
工
事
事
業
者
の
施
工
証
明
書（
有
料
）

　

が
必
要
で
す
。

◆
減
免
さ
れ
る
上
下
水
道
料
金
よ
り
、
施
工
証

　

明
書
の
手
数
料
が
高
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

　

で
、
申
請
す
る
と
き
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ

　

先
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

冬
の
間
に
長
期
間
留
守
に
す
る
場
合
や
、
気

温
が
氷
点
下
４
℃
以
下
に
な
る
と
水
道
管
が
凍

結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
「
屋
外
」「
北
側
で
陽
の
当
た
ら
な
い
場
所
」

「
風
当
た
り
の
強
い
場
所
」「
む
き
出
し
に
な
っ

て
い
る
水
道
管
」
な
ど
は
、
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。

　

水
道
管
の
凍
結
は
破
裂
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。「
水
抜
栓
で
水
を
抜
く
」「
屋
外

水
栓
を
電
熱
線
な
ど
で
保
温
す
る
」
な
ど
、
凍

結
を
防
止
す
る
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

環
境
水
道
課　

業
務
係

　

電
話 

０
２
４
１（
６
２
）６
１
４
０

舘
岩
総
合
支
所　

振
興
課

　

電
話 

０
２
４
１（
７
８
）３
３
３
５

伊
南
総
合
支
所　

振
興
課

　

電
話 

０
２
４
１（
７
６
）７
７
１
７

南
郷
総
合
支
所　

振
興
課

　

電
話 

０
２
４
１（
７
２
）２
１
１
４

冬
期
間
に
備
え
て

　
　
　
　

水
道
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　

降
雪
前
最
後
と
な
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

を
、
10
月
23
日
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け
て
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
検
針
は
、
上
下
水
道
料
金
の
算
出
と
、

漏
水
の
発
見
に
つ
な
が
る
重
要
な
検
針
に
な
り

ま
す
の
で
、作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、

左
の
イ
ラ
ス
ト
で
示
す
注
意
点
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

冬
期
間
（
１
～
４
月
）
は
積
雪
で
メ
ー
タ
ー

検
針
が
で
き
な
い
た
め
、
今
回
の
検
針
を
も
と

に
算
出
し
た
使
用
水
量
で
暫
定
料
金
を
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

雪
解
け
後
（
翌
年
５
月
）
の
検
針
で
冬
期
間

の
料
金
を
確
定
し
清
算
し
た
後
、
５
月
以
降
の

上
下
水
道
料
金
で
調
整
い
た
し
ま
す
。

※
今
回
の
検
針
で
漏
水
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

　

暫
定
料
金
も
高
額
に
な
り
ま
す
の
で
早
急
に

　

修
繕
を
し
て
く
だ
さ
い
。

冬
期
間
は
メ
ー
タ
ー
検
針
を

行
い
ま
せ
ん

漏
水
に
ご
注
意
を

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上

　

に
車
や
物
を
置
か
な
い
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

　

清
掃
（
周
辺
の
草
刈
り
や

　

土
砂
の
除
去
な
ど
。）

③
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
床

　

下
や
屋
内
に
あ
っ
て
検
針

　

に
支
障
が
出
る
と
き
は
、

　

検
針
し
や
す
い
場
所
へ
の

　

移
設

④
愛
犬
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

　

ス
か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ

　

な
ぐ
。

水 道 メ ー タ ー

パイロット

　

㈱
マ
ッ
ク
ア
ー
ス
リ
ゾ
ー
ト
福
島
で
は
、
運

営
す
る
県
内
５
つ
の
ス
キ
ー
場
が
、
シ
ー
ズ
ン

中
に
滑
り
放
題
に
な
る
シ
ー
ズ
ン
券
を
ご
用
意

し
ま
し
た
。

　

友
人
や
ご
家
族
と
一
緒
に
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
ス
キ
ー
場
】

名　
　

称

所
在
地

会
津
高
原
南
郷
ス
キ
ー
場

南
会
津
町

会
津
高
原
高
畑
ス
キ
ー
場

南
会
津
町

猪
苗
代
ス
キ
ー
場
【
中
央
×
ミ
ネ
ロ
】
猪
苗
代
町

沼
尻
ス
キ
ー
場

猪
苗
代
町

裏
磐
梯
ス
キ
ー
場

北
塩
原
村

【
料
金
】区　

分

料
金
（
税
込
み
町
民
価
格
）

小　

人

（
小
・
中
・
高
校
生
）
希
望
者
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

大　

人

（
在
住
・
在
勤
）

11
月
30
日
ま
で
２
万
円

12
月
１
日
以
降
３
万
２
千
円

【
申
込
方
法
】

①
小
人

・
町
内
公
立
学
校
の
在
校
生
は
、
各
学
校
で
取

　

り
ま
と
め
ま
す
の
で
、
詳
細
は
学
校
か
ら
の

　

案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
町
外
の
公
立
学
校
等
に
通
学
す
る
学
生
は
、

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
顔
写
真
２

　

枚
（
縦
３
㌢
・
横
２
・
５
㌢
）
を
添
え
て
、

　

申
し
込
み
先
で
直
接
購
入
す
る
か
郵
便
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
大
人

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
顔
写
真
２

枚
（
縦
３
㌢
・
横
２
・
５
㌢
）
と
料
金
を
添
え
て
、

申
し
込
み
先
で
直
接
購
入
す
る
か
、
郵
便
書
留

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

〒
９
６
９
―
３
１
０
２

耶
麻
郡
猪
苗
代
町
葉
山
７
１
０
５ 

猪
苗
代
ス
キ
ー
場
内

マ
ッ
ク
ア
ー
ス
共
通
シ
ー
ズ
ン
券「
福
島
５
」事
務
局

電
話 

０
８
０
（
１
６
８
２
）
４
９
３
８

※
申
込
用
紙
は
、
問
い
合
わ
せ
先
か
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
か
ら
お
求
め
く
だ
さ
い
。

福
島
の
冬
を
楽
し
も
う
！

マ
ッ
ク
ア
ー
ス
グ
ル
ー
プ
ス
キ
ー
場
共
通
シ
ー
ズ
ン
券

「
福ふ

く
し
ま
フ
ァ
イ
ブ

島
５
」が
登
場

会
津
高
原
４
ス
キ
ー
場 

シ
ー
ズ
ン
券
の
ご
案
内

たかつえスキー場

だいくらスキー場

南郷スキー場

高畑スキー場

４
ス
キ
ー
場 

共
通
シ
ー
ズ
ン
券

【
料
金
（
税
込
み
）】

区　

分

料
金
（
町
民
価
格
）

小
人
（
小
中
学
生
）

無　
料　
贈　
呈

小
人
（
高　
校　
生
）

　
　

５
千
円

※
大　
　

人

１
万
５
千
円

※
共
通
シ
ー
ズ
ン
券
の
大
人
は
、
町
内
に
勤
務

　

し
て
い
る
町
外
の
方
も
購
入
で
き
ま
す
。（
証

　

明
書
等
必
須
）

各
ス
キ
ー
場 

単
独
シ
ー
ズ
ン
券

【
料
金
（
税
込
み
）】

区　

分

料
金
（
町
民
価
格
）

小
人
（
高　
校　
生
）

　
　

３
千
円

シ
ニ
ア
・
ミ
ド
ル

（
満
50
歳
以
上
）

　
　

５
千
円

大　
　

人

１
万
２
千
円

●
「
南
郷
・
高
畑
ス
キ
ー
場
」
は
、
同
経
営
に

　

つ
き
共
通
券
と
な
り
ま
す
。

●
単
独
シ
ー
ズ
ン
券
を
他
の
３
ス
キ
ー
場
で
提

　

示
す
る
と
、
１
日
リ
フ
ト
券
が
１
０
０
０
円

　

引
き
で
購
入
で
き
ま
す
。（
所
有
者
本
人
の
み
。）

【
購
入
方
法
】

　

購
入
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次

の
必
要
書
類
を
添
え
て
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

①
料
金

②
写
真
２
枚
（
縦
４
㌢
×
横
３
㌢
）

③
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

　

も
の
。（
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
。）

【
注
意
事
項
】

・
平
成
30
年
10
月
１
日
現
在
、
町
内
に
住
所
を

　

有
す
る
方
と
、
町
内
に
勤
務
し
て
い
る
方
が

　

対
象
で
す
。

・
写
真
を
忘
れ
た
方
は
、
撮
影
手
数
料
と
し
て

　

５
０
０
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

・
シ
ー
ズ
ン
中
は
、い
つ
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

・
申
込
用
紙
は
、
取
り
扱
い
窓
口
で
お
求
め
く

　

だ
さ
い
。

【
取
扱
窓
口
】

●
会
津
高
原
観
光
案
内
所（
会
津
田
島
駅
１
階
）

　

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
２
２
５
０

●
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場

　

電
話 

０
２
４
１
（
６
４
）
２
１
２
１

●
た
か
つ
え
ス
キ
ー
場

　

電
話 

０
２
４
１
（
７
８
）
２
２
２
０

●
高
畑
ス
キ
ー
場

　

電
話 

０
２
４
１
（
７
６
）
２
２
３
１

●
南
郷
ス
キ
ー
場

　

電
話 

０
２
４
１
（
７
３
）
２
１
１
１

「
町
内
の
小
中
学
生
へ
の
無
料
配
布
」
は
今
シ
ー
ズ
ン
も
継
続
！
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　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　私たちのプライドは「伝統と挑戦」です。
　３３０年もの間支えていただいている地元の方々や、ご
先祖様に心から感謝をし、伝統を継承しつつ新たな技術を
吟味して取り入れています。
　より良いお酒を造るために新たな挑戦をすることによ
り、これまで日本酒を愛してくださっていた方だけでなく、
新しい世代にも響くような日本酒を造れると信じています。

【会社概要】
◆代表取締役：渡部景大　◆創業：元禄年間（１６６８～１７０４年）　◆設立：昭和４１年１０月１日
◆住所：南会津町永田字穴沢６０３　◆ＴＥＬ：０２４１- ６２- ００１２　◆従業員数：９人（男６人・女３人）
◆ＵＲＬ：http://www.kinmon.aizu.or.jp/

会津酒造株式会社
シリーズ ７

～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

　●会社の生産品卸先・受賞経歴

【卸　　先】全国各地の飲食店や酒販店、旅館・ホテルや空
　　　　　　港ラウンジなど。
【受賞経歴】全国新酒鑑評会・福島県鑑評会で金賞受賞
　　　　　　SAKE COMPETITIONでSILVER賞を受賞

ふるさと納税は、パソコンやスマートフォンからもお申し
込みができるほか、クレジット決済もできます。
詳しくは、町ホームページをご覧ください。

総合政策課 企画政策係
電話 0241－62－6210

問南会津町 ふるさと納税

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています

　創業は元禄年間。約３３０年の間、南会津田島の地で日本酒を造り続けています。
　南会津には酒造りに適した気候、お米、お水があります。特に弊社敷地内の地下４０メートルから汲み上げた井戸水
は、全国でもトップクラスの「超軟水」です。
　そんな恵まれた環境と３３０年の伝統、日々進化を続けている最新の醸造技術を駆使して醸すお酒は、口当たりが柔
らかく、米の旨みや甘味をしっかり感じつつ、後味はスッキリとしたお酒になります。

８月１６日から９月１５日の間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計７７件）

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

【
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

※
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
省
略
し
て
掲
載
し

　

て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
も
う
南
会
津
町
は
秋
で
し
ょ
う
か
。
自
然
豊
か

な
町
で
の
子
ど
も
の
育
成
の
た
め
、
少
な
い
で
す

が
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
訪

れ
た
い
で
す
。

▼
お
い
し
い
ト
マ
ト
を
今
年
も
た
く
さ
ん
作
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
そ
ば
ま
つ
り
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

▼
昨
年
に
引
き
続
き
寄
付
を
し
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
も
高
畑
ス
キ
ー
場
を
応
援
し
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
南
会
津
会
の
会
員
で
す
。

入
山
す
る
と
き
は

熊
に
ご
注
意
を
！ク  

マ  

対  

策  
の  
心  
得

①
山
林
作
業
や
き
の
こ
採
取
、
登
山

　

な
ど
で
入
山
す
る
と
き
は
、
ク
マ

　

の
生
息
地
に
立
ち
入
っ
て
い
る
こ

　

と
を
常
に
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

②
ク
マ
の
糞
や
足
跡
な
ど
の
痕
跡
を

　

見
つ
け
た
ら
、
そ
の
先
に
は
行
か

　

ず
に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

③
ク
マ
に
人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る

　

た
め
、
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
の
出

　

る
も
の
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

④
笹
や
ぶ
な
ど
の
見
通
し
の
悪
い
場
所

　

や
、川
や
沢
な
ど
の
水
音
が
大
き
い

　

場
所
で
は
、
ク
マ
の
接
近
に
気
付

　

き
に
く
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
明
け
方
や
夕
暮
れ
時
は
ク
マ
の
活

　

動
が
活
発
に
な
る
の
で
、
入
山
や

　

作
業
は
、で
き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う
。

⑥
子
グ
マ
を
見
つ
け
た
ら
、
母
グ
マ

　

が
必
ず
近
く
に
い
ま
す
。
非
常
に

　

危
険
な
の
で
、
静
か
に
立
ち
去
り

　

ま
し
ょ
う
。

⑦
ク
マ
に
出
会
っ
た
ら
、
静
か
に
そ

　

の
場
を
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。
背

　

中
を
見
せ
て
逃
げ
る
こ
と
は
禁
物

　

で
す
。

　

近
年
、
自
然
環
境
や
ク
マ
の
生
態
の

変
化
に
よ
り
、
人
里
近
く
ま
で
ク
マ
が

出
没
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
９
月
に
は
、
福
島
市
で
ク
マ
に

襲
わ
れ
る
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
会

津
地
方
で
も
ク
マ
が
多
く
目
撃
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

や
農
作
物
の
収
穫
時
期
と
な
り
、
山
野

に
入
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
の
で
、

入
山
や
山
際
で
の
作
業
に
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

農
林
課　

林
政
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
２
０

【
養
蜂
箱
の
適
正
な
管
理
】

　

養
蜂
箱
（
ハ
チ
ミ
ツ
）
は
ク
マ
の
大

好
物
で
、ク
マ
を
人
里
に
誘
引
し
ま
す
。

　

被
害
の
温
床
に
な
る
た
め
、
人
間
の

活
動
エ
リ
ア
（
通
学
路
、
住
宅
地
、
田

畑
、
里
山
）
に
は
設
置
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
養
蜂
箱
の
設
置
に
は
届
出
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

会
津
家
畜
保
健
衛
生
所

　

０
２
４
２
（
２
５
）
０
５
９
９

問℡ 問℡

問

合

せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
で
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
ち
ま
す

　

（公社）
南
会
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
１
０
５
人
の
会
員
が
、

高
年
齢
者
の
能
力
を
生
か
し
て
手
軽
に
仕
事
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

　

主
な
仕
事
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
そ
の
他
の
仕
事
は
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

主

な

仕

事

（公社）
南
会
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

●
本
所
（
あ
た
ご
館
）

　

電
話 

０
２
４
１（
６
４
）５
１
０
０

●
南
郷
支
所（
南
郷
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

　

電
話 

０
２
４
１（
７
２
）３
７
３
０

【
事
務
分
野
】

受
付
事
務
、
筆
耕
な
ど

【
サ
ー
ビ
ス
分
野
】

家
事
援
助
、
高
齢
者
支
援
な
ど

【
一
般
作
業
分
野
】

草
刈
り
、除
草
、清
掃
、農
作
業
な
ど

【
技
能
分
野
】

障
子
・
襖
・
網
戸
の
張
替
え
、
植
木

剪
定
、
運
転
業
務
な
ど

受
注
時
の
注
意

　

依
頼
の
仕
事
が
次
の
よ
う
な
場
合

は
、
請
負
で
は
な
く
「
一
般
労
働
者

派
遣
事
業
」
と
し
て
受
注
し
ま
す
。

①
会
員
へ
の
指
揮
・
命
令
が
あ
る
。

②
依
頼
者
側
の
従
業
員
と
混
在
す
る

　

作
業
の
場
合

会
員
募
集
中

　

60
歳
以
上
の
町
民
の
方
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　

長
い
間
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験

を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

①
会
員
に
合
う
仕
事
を
紹
介

②
仕
事
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で

③
シ
ル
バ
ー
保
険
で
も
し
も
の
場
合

　

も
安
心

住　所 氏　名 住　所 氏　名
東 京 都 品 川 区 千代田　義　法　様 神 奈 川 県 川 崎 市 塩　野　高　峰　様
東 京 都 荒 川 区 今　徳　芳　子　様 神 奈 川 県 横 浜 市 鈴　木　陽　介　様
東 京 都 江 東 区 佐　藤　　　茂　様 神 奈 川 県 横 浜 市 山　内　大　三　様
東 京 都 江 東 区 長　　　友　昭　様 神 奈 川 県 横 浜 市 北　村　由紀子　様
東 京 都 目 黒 区 小　宮　博　昭　様 神 奈 川 県 大 磯 町 高　田　　　秀　様
東 京 都 府 中 市 原　田　力　生　様 千 葉 県 千 葉 市 田　中　辰　典　様
東 京 都 西 東 京 市 桑　原　正　廣　様 千 葉 県 千 葉 市 室　井　俊　之　様
福 島 県 郡 山 市 黄　　　英　雄　様 千 葉 県 船 橋 市 室　井　満　夫　様
栃 木 県 那 須 塩 原 市 小　林　　　稔　様 茨 城 県 桜 川 市 目　黒　由　美　様
埼 玉 県 さ い た ま 市 塩　島　勝　美　様 茨 城 県 鹿 嶋 市 竹　原　正　司　様
埼 玉 県 春 日 部 市 戸　田　浩　美　様 匿 名 希 望 ５６件

▼
高
畑
ス
キ
ー
場
に
た
く
さ

ん
の
人
が
来
る
よ
う
、
町
の

皆
さ
ん
も
協
力
し
て
下
さ

い
。

▼
水
害
か
ら
３
年
に
な
り
ま

す
ね
。
８
月
に
訪
れ
た
と

き
、
ま
だ
河
川
の
工
事
中
の

と
こ
ろ
が
あ
り
、
駒
止
湿
原

も
立
ち
入
り
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
一
日
も
早
い
復
旧

を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

▼
町
議
会
議
員
の
方
の
言
葉

「
守
り
た
い
町
が
あ
る
」
に

賛
同
し
ま
し
た
。

会津酒造ブランド 古い井戸の跡が残る創業当時の
酒造り場

全国新酒鑑評会で金賞を受賞した
大吟醸「田島」

麹の枯らし場
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ま ち の 話 題
news ＆ topics

ま ち の 話 題
news ＆ topics

北
日
本
大
会　

一 

般 

の 

部

ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

３
連
覇
達
成
田
島
太
鼓 

龍
巳
会

　

小
学
１
年
生
か
ら

５
年
生
ま
で
の
15
人

が
出
場
し
た
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
。

　

演
奏
曲
「
狐
火
」

は
、
言
い
伝
え
に
よ

る
と
そ
の
昔
、
山
々

に
「
狐
火
」
が
多
く

見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
「
火
ノ
町
（
日

ノ
町
）
」
と
称
さ
れ

た
狐
火
の
町
・
南
会

津
田
島
。

　

小
さ
な
狐
火
を
揺

ら
し
子
狐
た
ち
が
語

る
、
賑
や
か
な
宴
の

物
語
を
表
現
し
ま
し

た
。

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】

　

龍
巳
会
「
鼓こ

こ狐
」　

演
奏
曲
「
狐き

つ
ね
び火

」

　

小
中
高
生
14
人
が
出

場
し
た
一
般
の
部
。

　

新
曲
「
ざ
ん
ざ
」
は
、

龍
巳
の
泉
よ
り
現
れ
し

龍
神
と
、
田
島
を
守
る

愛
宕
の
山
神
と
の
神
話

を
基
に
し
た
創
作
曲
。

　

龍
神
が
日
の
神
の
怒

り
を
買
い
、
日
も
出
ず

月
の
光
も
な
く
な
っ
た

世
界
。
厳
し
い
寒
さ
に

凍
え
る
中
、
愛
宕
の
山

神
が
救
い
の
手
を
差
し

伸
べ
ま
す
。

　
「
与
え
ら
れ
た
恵
を
不

足
と
思
わ
ず
、
今
あ
る

も
の
を
幸
せ
と
思
い
暮

ら
し
な
さ
い
」
凍
て
つ

く
世
界
が
あ
る
か
ら
こ

そ
春
が
美
し
い
。
花
が

芽
吹
き
舞
う
田
島
の
四

季
を
表
現
し
ま
し
た
。

【
一
般
の
部
】

　

龍
巳
会
「
白び

ゃ
っ
こ鼓

」　

演
奏
曲
「
ざ
ん
ざ
」

　

９
月
16
日
、
宮
城
県
名
取
市
で
開
催
さ
れ
た
「
名
取
市
市

制
施
行
60
周
年
記
念
太
鼓
祭
in
な
と
り 

第
６
回
北
日
本
大

会
」。
和
太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト
北
日
本
一
決
定
戦
と
も
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
こ
の
大
会
に
、
田
島
太
鼓
龍
巳
会
は
組
太
鼓

の
一
般
の
部
と
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
に
出
場
し
、
両
部
門
で
３
連

覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
優
勝
に
よ
り
、
龍
巳
会
は
12
月
９
日
に
さ
い

た
ま
市
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
「
太
鼓
祭

in
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

２
０
１
８ 

第
10
回
日

本
一
決
定
戦
」
に
出
場

し
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
渡
部
龍

大
さ
ん
（
会
津
高
３

年
）
は
、「
今
年
は
新

曲
で
の
挑
戦
で
、
先
生

方
や
メ
ン
バ
ー
全
員
で

打
ち
込
み
を
強
化
し
な

が
ら
曲
を
作
り
上
げ
て

き
た
。
３
連
覇
で
き
て

本
当
に
う
れ
し
い
。
日

本
一
決
定
戦
で
は
、
東

北
代
表
と
し
て
が
ん
ば

り
ま
す
。」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

中高生１５人をオーストラリアへ派遣
～ 中高生海外交流事業 ～

　

21
世
紀
を
担
う
中
高
生
を
海
外
へ
派
遣

し
、
現
地
の
人
々
と
の
交
流
を
と
お
し
て
豊

か
な
国
際
感
覚
や
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
を
身
に
つ
け
、
国
際
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
中
高
生
海
外
交

流
事
業
。

　

７
月
25
日
か
ら
８
月
４
日
の
11
日
間
の
日

程
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
15
人

は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
の
交
流
や
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
高
校
で
語
学
研
修
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

語
学
研
修
に
励
む
派
遣
生

海
外
交
流
事
業
に
参
加
し
て

　
　
　
　

南
会
津
高
等
学
校　

大
塚　

八
雲

　

今
回
の
研
修
で
は
、
多
様
な
文
化
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
イ
ン
ド
か
ら
移
住

し
た
方
々
で
、
宗
教
や
食
な
ど
イ
ン
ド
の
文

化
も
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
通
の
シ
ス
テ
ム
も
違
い
、
ラ
ウ

ン
ド
ア
バ
ウ
ト
と
呼
ば
れ
る
一
時
停
止
し
な

い
交
差
点
が
あ
り
、画
期
的
で
驚
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
現
地
の
方
と
会
話
す
る
と
き
に
、

言
い
た
い
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に

悔
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、

今
後
は
さ
ら
に
英
語
力
を
磨
き
、
ま
た
海
外

へ
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

海
外
交
流
事
業
を
通
し
て

　
　
　
　

南
会
津
中
学
校　

五
十
嵐　

彩
羽

　

海
外
交
流
事
業
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

は
、
人
の
優
し
さ
で
す
。

　

私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
と
こ
ろ
の
家
族

は
、
と
て
も
優
し
い
方
々
で
し
た
。
英
語
が

あ
ま
り
話
せ
な
い
私
に
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
日
本
語
で
話
し
て
く
れ
た
り
、
現
地

の
食
べ
物
を
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
た
り

と
、
と
て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
自
然
と
会
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
、
人
に
対
す
る
優
し
さ
は
大
切

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

海
外
交
流
事
業
で
学
ん
だ「
優
し
さ
」を
、今

度
は
自
分
が
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

エリザベスマッカーサー高校で記念撮影

【
派
遣
生
】

田
島
中
学
校

　

佐
藤
陸
斗
・
栗
橋
翔
塁

　

渡
部
泰
翔
・
吉
田
英
斗

　

安
西
千
夏
・
湯
田
寧
々

　

渡
部
誉

荒
海
中
学
校

　

阿
久
津
道
嵩

舘
岩
中
学
校

　

藤
原
世
望
・
星
真
尋

南
会
津
中
学
校

　

五
十
嵐
彩
羽
・
星
里
穂

南
会
津
高
等
学
校

　

大
塚
八
雲
・
大
桃
歩

　

平
野
杏
菜
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交 流 広 場

継
続
は
交
流
の
支
え
に

友
好
都
市
台
東
区
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
交
流

　

９
月
１
日
、
台
東
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
台
東
区
・
南
会
津

町 

友
好
都
市
交
流
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」。

　

両
自
治
体
の
友
好
都
市
提
携
30
周
年
か
ら
継

続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
は
、
互
い

の
チ
ー
ム
が
行
き
来
し
な
が
ら
今
年
で
３
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

交
流
大
会
と
は
い
え
、
試
合
は
も
ち
ろ
ん
真

剣
そ
の
も
の
。
し
か
し
、
両
チ
ー
ム
の
選
手
の

笑
顔
が
時
折
輝
き
、
交
流
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い

素
晴
ら
し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
は
、
服
部
征ゆ
く
お夫

台
東
区
長
と
河
野

純じ
ゅ
ん
の
す
け

之
佐
台
東
区
議
会
議
長
に
も
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

健闘をたたえ合い笑顔で記念撮影

試合は常に真剣勝負

要望書を手渡す五十嵐支部長（左）

県公立学校退職校長会が要望
会員の福祉や教育環境の充実のために

　

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会
（
室
井
君
男

会
長
）
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
の
影
響
で
、
未
だ
に
避
難
し
て
い
る

高
齢
会
員
の
生
活
の
保
障
と
安
定
、
年
金
制
度

や
福
祉
環
境
な
ど
の
充
実
や
、
県
内
教
育
環
境

の
将
来
を
見
据
え
た
体
制
の
整
備
と
充
実
を
求

め
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
５
日
、
同
会
の
五
十
嵐
利
明
南
会
津
支

部
長
が
町
長
室
を
訪
れ
、
原
発
事
故
後
の
高
齢

会
員
の
現
状
や
学
級
数
の
減
少
に
よ
る
教
職
員

の
減
少
な
ど
、
県
内
の
教
育
環
境
を
取
り
巻
く

現
状
を
説
明
し
、
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
や

教
育
諸
条
件
の
一
層
の
充
実
を
求
め
る
要
望
書

を
、大
宅
町
長
と
星
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

（公社）南会津町シルバー人材センターが要望
継続的・安定的な事業運営のために

　

（公社）
南
会
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
芳

賀
沼
順
一
理
事
長
）
は
、
地
域
の
日
常
生
活
に

密
着
し
た
就
業
機
会
を
提
供
す
る
ほ
か
、
高
齢

者
の
「
居
場
所
」
と
「
出
番
」
を
つ
く
り
、
町

の
施
策
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、

生
涯
現
役
社
会
の
実
現
を
果
た
す
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
他
の
地
域
と
比
較
す
る
と
会
員
数

や
事
業
規
模
が
小
さ
く
財
政
的
に
不
安
定
で
あ

り
、
経
済
変
動
な
ど
か
ら
財
政
難
に
陥
る
危
機

が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
27
日
、
芳
賀
沼
理
事
長
ら
が
町
長
室
を

訪
れ
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
対
す
る
支
援
や
町

の
事
業
発
注
を
確
保
す
る
た
め
の
要
望
書
を
、

大
宅
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

要望書を手渡す芳賀沼理事長（中）と星紀夫さん（左）

文化振興や社会福祉事業への活用を
チャリティー寄付金を贈呈

　

南
会
津
演
歌
倶
楽
部
（
石
井
正
好
会
長
）
が

主
催
す
る
「
第
９
回
ふ
れ
あ
い
唄
と
踊
り
の
祭

典 

文
化
と
福
祉
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」

が
、
７
月
28
日
に
御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー
ル

で
１
３
９
組
の
出
演
者
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
催
し
で
集
め
ら
れ
た
寄
付
金
３
万
１
千

円
を
、
町
の
文
化
振
興
と
福
祉
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
９
月
４
日

に
石
井
会
長
ら
が
来
庁
さ
れ
、
大
宅
町
長
に
寄

付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

左から大宅町長、星好郎さん、石井会長、湯田留雄さん

明治安田生命田島営業所が田島ホームへタオルを寄贈
地域社会への貢献

　

地
域
に
根
差
し
た
企
業
を
目
指
す
明
治
安
田

生
命
保
険
相
互
会
社
郡
山
支
社
田
島
営
業
所

（
川
野
純
男
所
長
）
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
田
島
ホ
ー
ム
（
大
竹
洋
一
所
長
）
に
、
タ
オ

ル
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
の
活
動
は
、
毎
年
職
員
が
手
分
け
を

し
な
が
ら
品
物
を
集
め
、
主
に
町
内
の
社
会
福

祉
施
設
に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
29
日
、
田
島
ホ
ー
ム
を
訪
れ
た
川
野
所

長
が
品
物
を
手
渡
す
と
、
大
竹
所
長
は
「
集
め

て
く
れ
た
職
員
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
、
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

左から湯田香織さん、室井森子さん、川野所長、大竹所長

ま ち の 話 題
news ＆ topics

ま ち の 話 題
news ＆ topics

　

第
23
回
会
津
た
じ
ま
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

チ
ビ
ッ
子
レ
ス
ラ
ー
９
人
が
入
賞

　

9
月
９
日
、
田
島
体
育
館
で
開
催
さ
れ

た
第
23
回
会
津
た
じ
ま
少
年
少
女
レ
ス
リ

ン
グ
大
会
。
こ
の
大
会
は
、
平
成
7
年
の

「
国
民
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
」
を

記
念
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
は
全
国
各
地
か
ら
総
勢
４
０
２

人
の
参
加
が
あ
り
、
田
島
チ
ビ
ッ
子
レ
ス

リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
か
ら
は
21
人
が
出
場
し
、

【
入
賞
者
】

○
幼
年
の
部

　

岩
崎
樹
璃
（
17
㎏
級 

準
優
勝
）

　

渡
部
唯
斗
（
19
㎏
級 

第
３
位
）

○
小
学
１
・
２
年
の
部

　

山
内
悠
晟
（
24
㎏
級 

第
３
位
）

○
小
学
３
・
４
年
の
部

　

田
部
誠
人
（
24
㎏
級 

準
優
勝
）

○
小
学
女
子
３
～
６
年
の
部

　

阿
久
津
こ
は
る
（
30
㎏
級 

準
優
勝
）

　

渡
部
愛
理
（
30
㎏
級 

第
３
位
）

　

湯
田
鈴
（
40
㎏
級 

準
優
勝
）

○
中
学
男
子
の
部

　

五
十
嵐
開
（
59
㎏
級 

準
優
勝
）

○
中
学
女
子
の
部

　

阿
久
津
ひ
な
た
（
50
㎏
級 

第
３
位
）

小学女子３～６年の部３０㎏級で入賞した阿久津こはる選手（左）と
渡部愛理選手（右から２番目）

う
ち
９
人
が
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
参
加
チ
ー
ム
へ
の
お
も
て

な
し
と
し
て
豚
汁
を
振
る
舞
う
の
が
恒
例

で
、
今
年
は
ク
ラ
ブ
が
栽
培
し
た
野
菜
入

り
の
豚
汁
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
を
と
お
し
て
、
勝
敗

だ
け
で
な
く
、
地
域
づ
く
り
や
チ
ー
ム
同

士
の
交
流
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
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お
知
ら
せ
・
募
集

お
知
ら
せ
・
募
集

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

くらしの情報
local   life   Information

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
火
災

予
防
へ
の
心
構
え
を
高
め
る
た
め「
防
火
標
語
」

を
募
集
し
ま
す
。

　

最
優
秀
作
品
は
、
南
会
津
統
一
防
火
標
語
に

採
用
し
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
広
く
防
火

へ
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　

10
月
22
日
（
月
）
～
11
月
９
日
（
金
）

　

当
日
消
印
有
効

【
対
象
者
】

　

南
会
津
郡
内
に
在
住
の
方

【
テ
ー
マ
】

　

火
災
予
防
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
標
語

第
36
回
南
会
津
統
一
防
火
標
語
を

募
集
し
ま
す

【
応
募
方
法
】

　

お
近
く
の
消
防
署
に
直
接
持
ち
込
む
か
、
郵

便
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

　

応
募
の
際
は
、「
防
火
標
語
」「
住
所
」「
氏

名
（
ふ
り
が
な
）」「
年
齢
」「
職
業
」「
電
話
番

号
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
表
彰
】

　

南
会
津
消
防
設
備
協
会
長
賞
１
点

　

南
会
津
地
方
纏
会
長
賞
１
点

　

優
秀
賞
８
点

※
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
お
よ
び
記
念
品
を
贈
呈

※
入
賞
者
は
12
月
上
旬
に
予
定
す
る
表
彰
式
で

　

表
彰
い
た
し
ま
す
。

【
発
表
】

　

入
賞
者
に
直
接
通
知
す
る
と
と
も
に
、
新
聞

紙
上
で
発
表
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

同
一
作
品
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

〒
９
６
７
―
０
０
０
４

　

南
会
津
町
田
島
字
西
上
川
原
乙
65

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
県
組
合
消
防
本
部
内

　

南
会
津
消
防
設
備
協
会
「
防
火
標
語
」
係

　

０
２
４
１
（
６
３
）
３
１
１
７

　

bouka-hyougo@m
inam

iaizu-kouiki.jp
Ｅ 申℡

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
興
味
の
あ
る
全
国
の
高
校

生
な
ど
を
対
象
と
す
る
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
の
全
国

大
会
で
す
。

　

入
場
無
料
。
ど
な
た
で
も
観
戦
で
き
ま
す
の

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
会
場
】

　

会
津
大
学

【
日
程
】

パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
２
０
１
８

本
選
開
催
!!

【
併
催
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
】

①
抽
選
会

　

モ
バ
イ
ル
部
門
競
技
を
観
戦
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
答
え
る
と
、
抽
選
で
福
島
県
の
特
産
品
や
温

泉
ペ
ア
宿
泊
券
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

②
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

③
そ
の
他

　

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
そ
の
他
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

開
催
日

時　

間

内　

容

11
月
17
日

（
土
）

午
後
１
時
45
分
～

午
後
５
時
45
分

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

部
門
競
技

11
月
18
日

（
日
）

午
前
８
時
45
分
～

午
後
２
時

併
催
イ
ベ
ン
ト

午
前
９
時
～

午
前
11
時
30
分

モ
バ
イ
ル
部
門
競
技

　

〒
９
６
５
―
８
５
８
０

　

会
津
若
松
市
一
箕
町
鶴
賀
字
上
居
合
90

　

会
津
大
学
内

　

全
国
高
等
学
校
パ
ソ
コ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
実
行

　

委
員
会
事
務
局

　

０
２
４
２
（
３
７
）
２
５
３
２

　

０
２
４
２
（
３
７
）
２
５
４
６

　

pc-proj@u-aizu.ac.jp

　

http://w
w

w.u-aizu.ac.jp/pc-concours/

℡ 問ＥHP Ｆ ②
施
設
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　

～
職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決
～

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も
体
験
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

10
月
15
日
（
月
）・
22
日
（
月
）・
29
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

日℡ 場申

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら

の
お
知
ら
せ

①
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご
要
望
に
お
応
え

し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

電
気
設
備
技
術
コ
ー
ス（
電
気
設
備
技
術
科
）

　

12
月
４
日
～
翌
年
５
月
31
日
ま
で（
６
か
月
間
）

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る

　

方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判

　

断
さ
れ
た
方

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

15
人　
　
　

無
料　
　
　

11
月
16
日
（
金
）

　

選
考
日　

11
月
20
日
（
火
）
午
前
９
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

料

日 内対定 場注

締

℡ 申

９月 会議・行事名
１ 南郷豊年まつり
３ 情報公開及び個人情報保護審議

会 / 高齢者交通安全指導隊委嘱
状交付式

４ 課長会議 / 南会津演歌倶楽部寄
付金贈呈式

５ 退職校長会要望
７ 第３回議会定例会（初日）/ 議

員懇談会 / 市町村対抗ソフト
ボール大会結団式

９ 第 23 回会津たじま少年少女レ
スリング大会

12 第３回議会定例会（２日目）
13 びわのかげ保育所運動会 / 第３

回議会定例会（３日目）
14 びわのかげ保育所運動会 / 第３

回議会定例会（最終日）
15 ダイワリンクホテル会津田島

オープニングセレモニー
16 南郷地域町民体育祭 / 伊南地域

運動会 / 関本区敬老会 / 黒沢区
敬老会

17 長野区敬老会
23 びわのかげ陸上競技大会 / 商工

産業まつり / 第 11 回日本太鼓
ジュニアコンクール福島県支部
大会

25 ようこそ町長室へ（舘岩・南郷
地域）/ 若者定住応援プログラ
ム交付金交付式

26 田島地域交通安全パレード
27 オスプレイ本町上空飛来に対す

る要請 / 田島あだごカラオケ会
寄付金贈呈式 / 第１回次期只見
川電源流域振興計画策定検討委
員会

28 辞令交付式 / 田島地域しあわせ
金婚夫婦表彰式 / 課長会議

30 田部原地区第 21 回ふれあいス
ポーツ大会 / 第 11 回こどもま
つり

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 52

　

地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
と
お
し
て
、

一
人
一
人
の
健
康
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
内
お
よ
び
駐
車
場

　
（
会
津
若
松
市
河
東
町
谷
沢
字
前
田
21
の
２
）

　

医
療
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
ス
テ
ー
ジ
イ

　

ベ
ン
ト（
地
元
団
体
の
ダ
ン
ス
・
合
唱
な
ど
）、

　

健
診
コ
ー
ナ
ー
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
展
示

※
救
急
業
務
が
発
生
し
た
場
合
は
、
ド
ク
タ
ー

　

ヘ
リ
の
展
示
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
い
づ
健
康
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

　

会
（
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
企
画
室
）

　

０
２
４
２
（
７
５
）
２
２
４
２

あ
い
づ
健
康
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８
を
開
催
し
ま
す

日場問℡ 内

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

日　　　　　　　　　　時 場　　　所 定　員

１１月２１日（水） ①午前１０時～午前１１時３０分
②午後１時３０分～午後３時 御蔵入交流館多目的ホール 各１２０人

１１月２２日（木） ①午前１０時～午前１１時３０分
②午後１時３０分～午後３時 南郷総合センター 　各８０人

　

事
業
者
の
方
を
対
象
と
し

て
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係

の
あ
る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

　

説
明
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
内

　

容
で
す
。

　

席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

説
明
会
終
了
後
、
簡
単
な
ア

　

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
の

　

で
、
筆
記
用
具
を
持
参
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

各
会
場
と
も
、
駐
車
台
数
に

　

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公

　

共
交
通
機
関
な
ど
を
ご
利
用

　

い
た
だ
く
か
、
な
る
べ
く
乗

　

り
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く

　

だ
さ
い
。

　

田
島
税
務
署　

調
査
部
門

　

０
２
４
１（
６
２
）１
２
３
０

※
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を

　

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

内注問℡ 福
島
の
森
林
・
林
業
再
生
に
向
け
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影
響
を

受
け
て
い
る
森
林
・
林
業
を
再
生
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
に
得
た
知
見
や
成
果
な
ど
を
皆
さ
ま

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
、
福
島
の
森
林
の
現
状

を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

11
月
17
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
20
分

　

ラ
コ
パ
ふ
く
し
ま　
　
　

無
料

　

研
究
報
告
、
応
援
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
特

　

別
公
演
、
座
談
会

　

11
月
９
日
（
金
）
午
後
５
時

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
氏

　

名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
住
所
・
性
別
・
年
齢
・
職

　

業
・
電
話
番
号
を
明
記
）
で
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

　

〒
１
０
７
―
０
０
５
２

　

東
京
都
港
区
赤
坂
１
の
９
の
13 

三
会
堂
ビ
ル

　

全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局

　

０
３
（
３
５
８
４
）
６
６
２
５

　

０
３
（
３
５
８
５
）
８
４
６
５

　

http://www.ringyou.or.jp/hukyu/detail_

　

1487.htm
l

日場内

料

締申℡HP Ｆ
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す
ま
い
る
だ
よ
り

「
20
年
後
を
想
像
し
て
」

ｖｏｌ ６

今
回
は
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
支
援
セ
ン
タ
ー
「
え
が
お
」

の
保
健
師
と
心
理
職
が
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
を
２
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

20
年
後
、
お
子
さ
ん
が
「
好
き

な
職
業
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
な
」
「
自
分
の
い

い
と
こ
ろ
を
知
っ
て
い
る
大
人
に

な
っ
て
い
る
か
な
」
「
苦
手
な
と
こ

ろ
を
理
解
し
て
工
夫
で
き
る
社
会
人

に
な
っ
て
い
る
か
な
」
「
困
っ
た
と

き
に
一
人
で
抱
え
ず
、
相
談
で
き
る

人
に
な
っ
て
い
る
か
な
」
と
考
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
抱
え
る
、

子
育
て
の
悩
み
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
な
か
な
か
お
む
つ
を
は
ず
す

タ
イ
ミ
ン
グ
つ
か
め
な
い
と
悩
む
と

き
が
あ
れ
ば
、
小
さ
い
頃
は
い
ろ
い

ふ
た
つ
め
は
、
相
談
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
の
「
お
子
さ
ん
の

20
年
後
を
想
像
す
る
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
「
え
が
お
」
で
受
け
る
相
談

に
は
、
「
保
育
所
や
学
校
の
先
生
に

心
配
な
点
を
伝
え
ら
れ
た
。
家
庭
で

は
何
も
心
配
し
て
い
な
い
の
に
・
・
・
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

【
参
考
図
書
】

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」

い
と
う
ひ
ろ
し　

作
・
絵

ひ
と
つ
は
「
片
方
は
誰
か
の
た

め
に
」
と
い
う
こ
と
。

　

子
ど
も
を
見
て
い
て
ほ
し
い
人
に

は
目
を
。
抱
い
て
い
て
ほ
し
い
人
に

は
手
を
。
話
を
聴
い
て
ほ
し
い
人
に

は
耳
を
貸
す
。

つ
ま
り
、
相
談
し
て
く
だ
さ
る

方
が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る

た
め
に
、
私
た
ち
が
提
供
で
き
る
も

の
は
で
き
る
限
り
差
し
出
し
た
い
と

い
う
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、
私
た
ち
は
簡
単

に
「
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
は

言
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
専
門
家
は

そ
の
教
育
課
程
で
、
繰
り
返
し
安
易

な
大
丈
夫
は
「
無
責
任
で
あ
る
」
と

学
ん
で
く
る
か
ら
で
す
。

き
っ
と
お
家
の
方
は
、
「
大
丈

夫
。
心
配
な
い
で
す
よ
」
と

い
う
太
鼓
判
を
も
ら
え
た
ら
楽
に
な

る
の
だ
ろ
う
な
・
・
・
と
思
い
な
が
ら

も
、
安
易
な
気
持
ち
で
「
大
丈
夫
」
と

言
わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

今
の
大
丈
夫
が
、
20
年
後
も
大

丈
夫
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を

私
た
ち
は
知
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

今
で
き
る
こ
と
を
提
案
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
周
囲
の
大
人
が
お
子

さ
ん
の
持
っ
て
い
る
課
題
を

理
解
し
た
り
、
お
子
さ
ん
が
ど
の
よ

う
に
感
じ
た
り
考
え
た
り
す
る
か
を

理
解
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
「
安

心
で
き
る
環
境
」
を
整
え
る
こ
と
が

必
要
だ
か
ら
で
す
。

ろ
話
し
て
く
れ
た
の

に
、
最
近
は
聞
い
た
こ

と
に
す
ら
返
事
も
し
な

い
と
悩
む
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
時
々
で
悩

み
は
つ
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
「
え
が
お
」

の
ス
タ
ッ
フ
は

「
大
丈
夫
、
心
配
な
い

で
す
よ
」
と
安
易
に
答

え
ず
、
相
談
し
て
く
れ
た
人
に
寄
り

添
え
る
答
え
を
探
し
て
い
き
ま
す
。

「
大
丈
夫
」
と
言
わ
れ
な
く
て
も
大

丈
夫
。
ゴ
ー
ル
や
答
え
の
な
い
子
育

て
を
一
人
で
抱
え
ず
に
、
ど
う
か
頑

張
り
す
ぎ
ず
に
。

私
た
ち
の
思
い
が
、
少
し
で
も

子
育
て
を
頑
張
る
皆
さ
ん

を
笑
顔
に
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
、

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

１０月の納税こよみ
町　　県　　民　　税　　第３期
国 民 健 康 保 険 税　　第４期
介 　 護 　 保 　 険 　 料　　第４期
後期高齢者医療保険料　　第３期
国　　民　　年　　金　　９月分

納期限は１０月３１日（水）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224

結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
は
ぴ

福
な
び
」
出
張
登
録
会
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
方
に
出

会
い
の
キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
婚
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
「
は
ぴ
福
な
び
」
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

10
月
28
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

※
受
付
け
は
午
後
２
時
ま
で
（
予
約
優
先
）

　

福
祉
ホ
ー
ル（
田
島
字
中
町
甲
３
９
１
８
の
１
）

　

初
め
て
の
方
、
仮
登
録
済
み
の
方
、
既
に
登

　

録
さ
れ
て
い
る
方
で
本
人
確
認
が
済
ん
で
い

　

な
い
方

　

シ
ス
テ
ム
の
概
要
や
操
作
手
順
な
ど
の
説
明
、

　

本
人
確
認
、
活
動
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
ア

　

ド
バ
イ
ス
）
な
ど

　

１
万
円
（
２
年
間
有
効
）

　

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。

　

ふ
く
し
ま
結
婚
・
子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー

　
（
福
島
県
青
少
年
会
館
内
）

　

０
２
４
（
５
４
４
）
０
０
７
０

問℡ 日場対内料注

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

相
　
談

成
年
後
見
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
関
す
る
法
律
問
題

や
、
遺
言
、
相
続
、
遺
産
分
割
、
贈
与
、
登
記

な
ど
、
皆
さ
ま
の
身
の
回
り
で
お
困
り
の
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
程
】
※
近
隣
の
み
掲
載

開
催
日

時　

間

会　

場

11
月
３
日

（
土
）

午
後
１
時
～

午
後
４
時

会
津
若
松
市

　
「
会
津
稽
古
堂
」

11
月
７
日

（
水
）

午
後
６
時
～

午
後
８
時
20
分
郡
山
市

　
「
労
働
福
祉
会
館
」

11
月
15
日

（
木
）

午
後
１
時
～

午
後
４
時

須
賀
川
市

　
「
中
央
公
民
館
」

原
子
力
損
害
賠
償
「
巡
回
法
律
相
談
」

を
開
催
し
ま
す　

※
事
前
予
約
制

　

福
島
県
で
は
、
県
弁
護
士
会
や
県
不
動
産
鑑

定
士
協
会
と
連
携
し
た
対
面
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

請
求
手
続
き
に
関
す
る
不
明
点
な
ど
。

内

お
知
ら
せ
・
募
集

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
あ
い
づ

「
ひ
か
り
園
」の
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

ひ
か
り
園
は
、
発
達
に
不
安
の
あ
る
お
子
さ

ん
を
支
え
、
大
き
く
な
っ
て
か
ら
困
ら
な
い
よ

う
に
自
立
に
向
け
た
支
援
と
保
育
を
行
う
施
設

で
す
。
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
環
境
で
、
専
門
的

な
療
育
活
動
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
資
格
】

　

年
齢
や
資
格
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
保

育
士
や
児
童
指
導
員
の
経
験
が
あ
れ
ば
な
お
よ

い
。）

【
就
業
時
間
（
交
代
制
）】

①
午
前
８
時
10
分
～
午
後
５
時
10
分

②
午
前
９
時
～
午
後
６
時

【
業
務
内
容
】

・
お
子
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
育
っ

　

て
い
く
よ
う
な
療
育
活
動
や
補
助

・
採
用
時
に
研
修
有
り
。

【
そ
の
他
】

　

詳
細
は
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津
」
で
ご
照

会
く
だ
さ
い
。

　

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
あ
い
づ

　
「
ひ
か
り
園
」

　

０
２
４
１
（
６
４
）
５
３
１
３

問℡

　

会
津
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、「
働
く
」
へ
踏
み
出
し
始
め
た
、
ま
た
は

就
職
活
動
を
す
で
に
始
め
て
い
る
も
の
の
、「
働

く
こ
と
」
に
対
し
て
悩
み
や
課
題
を
抱
え
て
い

る
若
者
（
15
～
39
歳
）
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

個
別
相
談
・
職
場
体
験
・
各
種
講
座
（
PC
・

　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

　

職
業
人
講
話
な
ど
）・
応
募
書
類
添
削
・
面

　

接
練
習

　

会
津
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

月
火
水
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

木
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　

土
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

０
２
４
２
（
３
２
）
０
０
１
１

　

info@job-sapo.com

※
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
「
会
津
サ
ポ
ス

　

テ
」
で
検
索

あ
な
た
の「
働
き
た
い
」を
応
援

℡ 問Ｅ 内

　

12
月
５
日
（
水
）

　

南
会
津
合
同
庁
舎 

４
階 

会
議
室

　

無
料

　

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
予
約
が
な
い
場

　

合
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

　

福
島
県　

原
子
力
損
害
対
策
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
８
２
１
６

日場申℡ 料注
　

無
料

　

福
島
県
司
法
書
士
会

　

０
１
２
０
（
８
１
）
５
５
３
９

※
予
約
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
日
午
前
10

　

時
～
午
後
４
時
）

　

（公社）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

　

０
２
４
（
５
３
４
）
７
５
０
２　

問℡問℡ 料
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健康通信
Health Information

健康通信
Health Information

３歳６か月児健診 むし歯「ゼロ」のお友だち

馬場 萄
と う り

吏 くん

（田島）

渡部 絢
あ や な

菜 ちゃん

（田島）

室井 瑛
え い し

志 くん

（田島）

金子 ひなた ちゃん

（田島）

星　雄
ゆ う た

太 くん

（舘岩）

月日 病　　院　　名 電　話

10月14日 佐 藤 医 院（下　郷　町） 0241-67-2134

　　21日 高 橋 医 院（南会津町） 0241-62-0040

　　28日 芳 賀 医 院（下　郷　町） 0241-67-2128

11月４日 長 谷 川 医 院（南会津町） 0241-62-0032

　　11日 馬 場 医 院（南会津町） 0241-62-0141

　　18日 な か や ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-73-2036

　　25日 伊南小野木クリニック（南会津町） 0241-76-7780

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

１０ ・ １１月の日曜当番医

ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

●乳幼児健康相談
期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

10月25日（木） １歳児健康相談 13：30～13：45 健診ホール
（御蔵入交流館内） 平成29年９月生まれ

乳幼児健診・相談カレンダー
●乳幼児健康診査

期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

10月17日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

平成30年６月生まれ

10月24日（水） １歳６か月児健診 平成29年３月～４月生まれ

11月９日（金） ２歳児歯科健診 平成28年４月～５月生まれ

11月14日（水） ３歳６か月児健診 平成27年４月～５月生まれ

心の健康相談のお知らせ
　眠れない、心配ごとがある、お酒が止められない、認
知症のこと・・・など、一人で抱え込んでいませんか。
　話すことで楽になることもあります。秘密は厳守しま
すので、安心してご相談ください。

期　日 １１月７日（水）
時　間 １３：３０～１５：００
場　所 南会津保健福祉事務所（南会津保健所）

その他
・相談は無料です。
・予約制ですので、事前に問い合わせ先へ
　お申込みください。

【問合せ】南会津保健福祉事務所（南会津保健所）保健福祉課
　　　　　電話０２４１- ６３- ０３０５

こころの相談会のお知らせ
　思春期のこころの問題や、アルコール・ギャンブルな
どの依存に関する悩みをご相談ください。
　※秘密は厳守します。
　※カウンセリングなどの治療ではありません。

期　日 １１月８日（木）・２２日（木）

場　所 福島県精神保健福祉センター

その他
・相談は無料です。
・相談日の３日前までに、電話で予約して
　ください。

【問合せ】福島県精神保健福祉センター
　　　　　　　　　電話０２４- ５３５- ３５５６

こ
の
よ
う
に
、
相
続
登
記
は
お
早
め
に
手
続
き
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

次
回
は
「
だ
れ
が
相
続
人
に
な
る
の
？
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
【
問
合
せ
】
福
島
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

　
　
　
　
　
　
【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
】
０
２
４
（
５
３
４
）
２
０
４
５

　
　
　
　
　
　
【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

】http://houm
ukyoku.m

oj.go.jp/fukushim
a/

第
１
回
「
登
記
を
し
な
く
て
も
大
丈
夫
？
」

30
年
前
に
な
く
な
っ
た
祖
父
名

義
の
土
地
が
あ
り
ま
す
。

　

今
か
ら
相
続
登
記
を
し
て
も
大
丈

夫
で
す
か
？

相
続
登
記
は
「
い
つ
ま
で
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
土
地
の
登
記
名
義
が
何

年
も
亡
く
な
っ
た
人
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
と
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
発

生
し
ま
す
。

①
相
続
人
の
う
ち
誰
か
が
亡
く
な
っ

　

て
し
ま
う
と
、
新
た
な
相
続
が
発

　

生
し
、
手
続
き
が
複
雑
に
な
り
ま

　

す
。

②
相
続
関
係
者
が
多
く
な
り
、
相
続

　

人
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
や
す

　

く
な
り
ま
す
。

③
相
続
人
が
高
齢
と
な
り
、
認
知
症

　

な
ど
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

　

裁
判
所
に
成
年
後
見
人
を
選
任
し

　

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

　

ど
、
そ
の
手
続
き
に
余
分
な
費
用

　

や
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

④
土
地
の
売
買
や
、
土
地
を
担
保
に

　

お
金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

　

ん
。

⑤
相
続
登
記
に
必
要
な
住
民
票
や
戸

　

籍
な
ど
の
書
類
が
、
保
存
期
限
の

　

経
過
な
ど
に
よ
り
取
得
で
き
な
く

　

な
り
ま
す
。

答 問
　

不
動
産
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
後
、
長
期
間
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
土

地
が
多
く
存
在
し
、
所
有
者
不
明
の
土
地
が
発
生
し
た
り
空
き
家
問
題
に
な
る

な
ど
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
相
続
登
記
に
関
す
る
疑
問
や
解
決
方
法
な
ど
を
お
伝
え

し
ま
す
。

連
載
コ
ラ
ム
「
相
続
登
記
」
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう！

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

◆８月と９月は、舘岩、伊南、南郷地域の大きな祭りに

　足を運びました。

◆勝手が分からずオロオロする私に、やさしく声をかけ

　てくれる地域の皆さん。

◆おかげさまで、それぞれの地域特有の雰囲気を味わい

　ながら、楽しい時間を過ごすことができました。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

編 記後集

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口  ◆平成３０年１０月１日現在

総人口 １５, ７６１ 人 （－１６）
男 ７, ７０９ 人 （－　９）
女 ８, ０５２ 人 （－　７）

世帯数 ６, ７１９ 世帯 （－　９）
※（　）内は前月比　

11 月（Ｎｏｖｅｍｂｅｒ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

10 月（Ｏｃｔｏｂｅｒ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

≪おはなし会≫

テーマ 「秋 ーあきー 」 「ふゆじたく」

開催日 １０月２０日（土） １１月１７日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象 幼児～小学校低学年

イベントのご案内

※申込み不要です。直接会場にお越しください。

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

南
瓜
煮
る
変
わ
ら
ぬ
母
の
味
加
減　
　
　
　
　

五
十
嵐
孤
庵

　

何
処
よ
り
胡
弓
の
音
色
秋
の
風　
　
　
　
　
　

星　
　

柳
山

　

馬
の
居
ぬ
馬
頭
観
音
秋
祭
り　
　
　
　
　
　
　

室
井
津
与
志

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

回
覧
板
渡
す
手
ぶ
ら
は
炎
天
下　
　
　
　
　
　

馬
場　

忠
子

　

新
涼
や
葉
先
す
る
ど
く
影
も
な
お　
　
　
　
　

馬
場　

ミ
エ

　

老
い
と
言
う
あ
ま
さ
お
さ
い
て
草
む
し
る　
　

大
桃　
　

白

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

友
が
逝
く
九
月
の
蟬
に
送
ら
れ
て　
　
　
　

渡
部　

華
子

　

一
瞬
の
ま
た
一
瞬
の
遠
花
火　
　
　
　
　
　

馬
場　

コ
ト

　

一
粒
の
稲
穂
を
か
ん
で
頷
ず
け
り　
　
　
　

五
十
嵐
ト
メ
子

鴫
山
短
歌
会

　

豊
か
な
る
声
量
響
く
ヤ
ン
グ
マ
ン

　
　
　

西
城
秀
樹
は
わ
が
胸
に
あ
り　
　
　
　

梅
宮
ト
キ
子
（
今
生
）

　

鼻
眼
鏡
か
け
た
わ
れ
を
見
て
子
ら
笑
う

　
　
　

亡
き
婆
ち
ゃ
ん
に
そ
っ
く
り
だ
よ
と　

梅
宮　

直
子
（
今
生
）

　

入
道
雲
盛
り
上
ぐ
里
は
暑
す
ぎ
て

　
　
　

赤
ト
ン
ボ
飛
ぶ
涼
し
さ
恋
し　
　
　
　

渡
部
マ
サ
子
（
西
町
）

まちの文芸

【一般図書】
“ふがいない自分”と生きる　　　渡辺　和子　述

親の介護でパニックになる前に読む本　結城　康博　著

山怪３　　　　　　　　　　　　　田中　康弘　著

体と心の疲れが消えていく「滋養食」　藤田紘一郎　著

いつも私で生きていく　　　　　　草笛　光子　著

夏井いつきの「月」の歳時記　　　夏井いつき　著

漂砂の塔　　　　　　　　　　　　大沢　在昌　著

特捜投資家　　　　　　　　　　　永瀬　隼介　著

人類滅亡小説　　　　　　　　　　山田　宗樹　著

国宝　上・下　　　　　　　　　　吉田　修一　著

【児童図書】
モンスター・ホテルでハロウィン　柏葉　幸子　作

ねこの町の本屋さん　　　　　　　小手鞠るい　作

ライオンの風をみたいちにち　　　あべ　弘士　著

ふようどのふよこちゃん　　　　　飯野　和好　作

なまえをつけて　　　　　　　　谷川　俊太郎　詩

まちのくるま　　　　　　コヨセ　ジュンジ　さく

いっしょにかえろう　　　ハイロ・ブイトラゴ　文

キミワリーナがやってくる　ベンジー・デイヴィス　作

どんぐりむらのいちねんかん　なかや　みわ　さく

おしごとおしごとなににする？　なとり　ちづ　さく

新 着 本 の ご 案 内

おすすめ図書の紹介

　くもん出版“ひかりではっけん”シリーズは、Ｑ＆Ａで展開する知識絵本で、自分で答えを発見しながら読み進

めることができる、新しいしかけ絵本です。

　懐中電灯や携帯電話のライトなどを使って、ページのうしろから光をあててみると、隠れていたものが浮かび上

がってきてびっくり！！巻末の補足説明も充実しています。

　また、この絵本は世界１５カ国以上で発売されており、大人気となっているシリーズです。

　図書館にありますので、ぜひご覧ください！

ひかりではっけん

「みえた！からだのなか」

「みえた！ジャングルのおく」
キャロン・ブラウン ／ 作（くもん出版）

２０１８第７２回 読書週間（１０月２７日～１１月９日）
「ホッと一息　本と一息」

雑誌と図書のリサイクル市

日時　１１月３日（土）

場所　図書館入口　　　

　読書週間の事業として、

保存期間が過ぎた古い雑誌

や除籍図書を、皆さんに提

供します。

たくさん読もう・チャレンジ

（対象：中学生以下）

　読書週間中、１５冊以上の

読書をされた方に「ちょっと

したプレゼント」を差し上げ

ます。
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平
成
30
年
度 

福
島
県
地
域
創
生
総
合
支
援
事
業

第
２
回
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
の
里
づ
く
り
記
念
植
樹
祭
を
開
催

～
移
り
ゆ
く
四
季 

人
と
自
然
を
未
来
に
つ
な
ぐ 

ま
ち
づ
く
り
～

【
開
催
日
】

　

11
月
４
日
（
日
）
小
雨
決
行

【
会
場
】

　

会
津
高
原
南
郷
ス
キ
ー
場

【
日
程
】

　

午
前
９
時
30
分　

受
付

　

午
前
10
時　

開
会
式
・
植
樹
開
始

　

正
午
頃　

閉
会
式

【
募
集
人
数
】

　

先
着
１
０
０
人

【
参
加
料
】

　

無
料

※
記
念
品
や
豚
汁
を
ご
用
意
し
ま
す
。

【
服
装
・
準
備
品
】

　

作
業
し
や
す
い
服
装
や
長
靴
な
ど

※
ス
コ
ッ
プ
や
ク
ワ
、
軍
手
な
ど
は
主

　

催
者
で
準
備
し
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
の
里
づ
く
り
実

　

行
委
員
会
（
農
林
課
内
）

　

電　

話 

０
２
４
１（
６
２
）６
２
２
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
４
１（
６
２
）１
２
８
８

「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万
本
の
里
づ
く
り

寄
付
金
」
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

町
は
こ
の
基
金
を
活
用
し
、
か
け
が

え
の
な
い
自
然
遺
産
を
後
世
に
つ
な
ぐ

た
め
に
町
を
挙
げ
て
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
１
万

本
の
里
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
寄
付
金
の
申
し
出
】

　

寄
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
農

林
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

農
林
課
林
政
係

　

電
話
０
２
４
１（
６
２
）６
２
２
０

写真は龍福寺（糸沢）のヤマザクラ


